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平成２５年度 入札監視委員会議事概要

九州防衛局

開催日及び場所 平成２６年 ３月 ６日(木) 福岡第２合同庁舎５階 第１会議室

牧角 龍憲（大学教授） 松藤 泰典（大学特任教授）

委 員 諏佐 マリ（大学准教授） 清水 秀幸（公認会計士）

増永 弘（弁護士）

Ⅰ 地方防衛局等が発注する建設工事等に関する審議

審議対象期間 平成２５年１０月 １日 ～ 平成２５年１２月３１日

審議対象件数 ３８件

１．入札状況について（入札参加資格の設定、指名及び落札者決定の経緯等について）

抽 出 件 数 ４件 (審議概要）

１ 建設工事等発注実績について

建 一 般 競 争 １件 ２ 抽出事案について

設 一 般 競 争 ２件
(政府調達協定対象外)

工

指 名 競 争 ０件

事

随 意 契 約 ０件

建設コンサルタント業務等 １件

意 見・質 問 回 答

○委員からの 【建設工事等発注実績について】

意見・質問

特になし

○それに対する

回答等

【抽出事案について】

○建設工事について

１〔佐世保米軍(25)立神港区工場

新設建築その他工事〕

（一般競争(政府調達協定対象))

・政府調達案件であるが、外国企 ・参加資格要件を満たすことで参

業に対する参加制限はないのか。 加できる。
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意 見・質 問 回 答

○委員からの ２〔鹿屋(25)通路新設等工事〕

意見・質問 （一般競争(政府調達協定対象外))

(一者応札)(複数回開札)

○それに対する

回答等 ・この案件は電子入札か。また、 ・本件は電子入札で行っている。

複数回の入札をしているが、通常 なお、予定価格を超過した場合は

次の入札は続けて行うのか。 約30分後を標準として設定し、電

子入札システムにより再度の入札

を行う旨の通知を行っている。

また、予定価格との開差が大き

い場合には入札を保留し、参加者

全者に補足説明を行い、検討に時

間を要する時等は翌日以降の開札

時間とする場合もある。

・入札回数は原則２回までと認識 ・第２回入札の結果、予定価格と

しているが、本件はなぜ第３回入 の開きが僅差であったことから、

札を行ったのか。 第３回目を実施したものである。

また、不調不成立対策として、

参加者の受注意欲を確認し、３回

目以降の入札を行っている。

３〔鹿屋(25)保管庫新設設備工事〕

（一般競争(政府調達協定対象外))

(一者応札)(複数回開札)

・一者応札が多いが、全国的傾向 ・震災後、公共工事の増大等の影

にあるのか。また、対策は何かと 響により参加者が減少しており、

っているか。 全国的に厳しい状況である。

対策として、建設業協会等に発注

情報等の提供を積極的に行ってい

るが、建設資機材及び技術者不足

もあり、受注意欲はあっても参加

できない状況にあるようである。

・工事費が高騰していると聞くが ・標準歩掛かりとの乖離が見込ま

どう対処しているのか。 れる場合は、参加者からの見積書

を査定して適正な単価を積算価格

に反映する見積活用方式を適用す

ることとしている。
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意 見・質 問 回 答

○委員からの ・発注計画は公表されているか。 ・発注見通しについては、ホーム

意見・質問 ページ上において年度初めに公表

し、その後四半期毎に変更・追加

○それに対する 分を公表している。

回答等

○建設コンサルタント業務等について

４〔針尾島(25)保管庫移設解析業

務〕

（公募型プロポーザル方式）

・技術提案に対する審査は実施し ・ヒアリングを実施し、評価して

ているのか。 いる。

・特定するための基準には失格と ・最低点の基準は設けていないが

することはあるのか。 技術提案評価点が０点である場合

には特定しないこととしている。

委員会による意

見の具申又は勧 な し

告の内容

２．談合疑義案件の処理状況について

談 合 疑 義 件 数 ０件 （審議概要）

該当案件なし

工 談 合 情 報 ０件

事 点検結果疑義 ０件

業 談 合 情 報 ０件

務 点検結果疑義 ０件

意 見・質 問 回 答

○委員からの

意見．質問

な し

○それに対する

回答等
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委員会による意

見の具申又は勧 な し

告の内容

３．入札結果の事後的・分析結果について

・一位不動の分析

審 議 概 要 ・順位不動の分析

・低入札・不調・不成立事案の分析

意 見・質 問 回 答

○委員からの

質問・意見

な し

○それに対する

回答等

委員会による意

見の具申又は勧 な し

告の内容


